検 査 予 約 票
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　様
　　
　　
診療科　　
放射線科部
　　
　　
検査項目　　
CT検査

　　
予約日　　
　　　　　年　　　　月　　　　　日   


  

　　
予約時間　　
　　　　時　　　　　　　　分     


  

【検査場所】
１号館地下１階　放射線科受付 検査予約時間の１０分前においで下さい。

受付窓口に　・診察券　・検査予約票（この用紙）　・同意書（造影CTの場合）を提出して下さい。

【検査の目的】

CT検査は、エックス線を用い検査部位の断層写真を得て、形、大きさなどを観察します。
必要に応じて腕の静脈からヨード造影剤という薬を注射しながら撮影することもあります。

【検査の方法】

検査用ベットに横になります。しばらくするとベットが移動します。動かないで、

静かにしていてください。息止めが必要な場合は合図をしますのでそれに合わせて下さい。

今回は（　単純CT　・　造影CT　）です。

（造影CTの場合は腕の静脈からヨード造影剤を注射します。）

【所要時間】

１０分から２０分程度かかります。

【食事】
　　　　　　　□食事は普段通りに摂ってください。

□食事は、検査４時間前から食べないで下さい。水、お茶は飲めます。
□（　　　　：　　　　）から食べないで下さい。
【薬】
□すべて飲んで下さい。
□（　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　）のみ飲んで下さい。
□飲まないで下さい。
□糖尿病薬・インスリン注射は当日（　朝　・　昼　）は中止して下さい。
□糖尿病薬（　　　　　　　　　）は　　月　　　日～　　　月　　　日は飲まないで下さい。

【その他】
　　・以前、造影剤の注射により具合が悪くなったことがある方、糖尿病薬をご使用の方は、
　　　検査予約の際、担当医にお知らせ下さい。
　　・除細動器装着、心臓ペースメーカー装着の方は申し出て下さい。
　　・妊娠中、またはその可能性がある方は申し出て下さい。
※緊急検査のために予約時間に検査ができない場合もありますので、ご承知ください。
※予約日に来院できない場合は下記までご連絡ください
	

	






静岡赤十字病院





静岡県静岡市葵区追手町８番２号





TEL　054-254-4311（代）
医療被ばくに関する説明書【CT検査】

　　    患者氏名 ：　　　   　　　　　　　　　　　    様
CT検査は、放射線（X線）を使用して体の中の構造や病変の広がり・性状を詳しく調べる精密検査です。
放射線を用いるため、放射線被ばくによる以下の影響が生じる可能性があります。

【放射線の人体への影響】　　
放射線被ばくによって人体に起こる影響には確率的影響と組織反応（確定的影響）があります。
確率的影響：被ばくする放射線量が増えるほどその発生確率が高くなる影響で、発がんや遺伝的影響があります。影響が現れる期間は数年から数十年後です。
１回のCT検査で受ける放射線量（100mSv以下：低線量被ばく）では、その関係は明らかにされていません。

組織反応（確定的影響）：しきい値（しきい線量）を超える放射線量を被ばくすると一定の割合で起こる反応で、代表的な反応に皮膚紅斑や脱毛、骨髄減少などがあります。
　　　　　　１回のCT検査で受ける放射線量（100mSv以下：低線量被ばく）では、確定的影響が発生することはほとんどないと考えられています。
Sv：シーベルト（実効線量：局所の被ばくを全身の被ばくに換算した場合の線量単位）　
【予想される被ばく線量】
　CT検査での放射線被ばく線量は、撮影方法や部位により異なりますが、1回の撮影で5～30mSv程度　（放射線医学総合研究所ホームページより）となります。

【当院での被ばく低減の取り組み】
　当院では不必要な放射線被ばくを抑えるために以下の取り組みを行っています。

・必要以上の範囲は撮影しない

・頻回の繰り返し検査は避ける

・装置の被ばく低減機能を積極的に使用する

放射線機器については、定期的に点検を行い、放射線量を測定し適正かどうかのチェックを行うなどの被ばく管理を実施しています。
説 明 日：　　　　　　年　　　　月　　　　日　　　　説明医師・検査依頼医師：　  　　　　　　　　　　　  　　 　　
